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慕
掘
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搾
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・
．「
嘩
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隠
醸
麟
 

司
引u
熱
齢
恕
 

驚
熱
薫
 ,

 

J
 

報 広 市 原 
（青森県） 五 所 

昭和 48年 r 月 1 日 	 303号 

一部 4 円 
発行所 五所川原市役所 

お
目
々
つ
む
っ
て
顔
か
く
し
 

鬼
さ
ん
中
に
し

ゃ
が
ん
で
る
 

わ
っ
し

よ
い
わ
っ
し

ょ
い
輪
に
な
っ
て
 

ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
鬼
ご
っ
こ
 

わ
た
し
が
誰
か
あ
て
て
ご
ら
ん
 

ぼ
く
が
誰
だ
か
わ
か
る
か
い
 

た
ん
ぼ
ぼ
に
っ
こ
り
ほ
ほ
笑
ん
で
 

風
が
こ
っ
そ
り
さ
さ
や
い
た
 

空
に
は
白
い
雲
が
浮
き
 

園
児
の
ひ
と
み
に
夢
ゆ
れ
る
 

み
ん
な
仲
よ
く
手
を
つ
な
ぎ
 

ロ
笛
吹
い
て
歌
う
た
い
 

い
つ
か
は
渡
ろ
う
虹
の
橋
 

'8
ニ
一
「
．

よ
昌
「
．8
」
毛，ま
昌
「
●
ま
昌
「
．

ま
昌
一
．
事
昌
「
●‘
ニ「
「
●
8
ニ
」
「
．

ま
」
「
「
●

8
」
」
「
．g
」
」
「
．l
H
H「
．
言」
」
「
．
事
昌
一
．
8
三
一
「
．

事
三
三
，8
」
」
」
佳
ニ
」
「
，
8
ニ
「
「
8
,
 

① （昭和33年9月10日第3種郵便物認可） 

つ
の
農
協
 

六
百
枚
に
コ
ン
テ
ナ
ー
ー
万
四
千

ケ
l
ス
の
収
穫
セ
 
ッ
トを
購
入

し
ま
し
た
。
 「自
走
式
作
業
台
 

」
 
は
、こ
れ
ま
で
の
ハ
シ
ゴ
に

代
わ
る
も
の
で
、
園
地
を
移
動

で
き
る
運
搬
車
に
上
下
自
在
に

伸
び
る
作
業
台
を
備
え
て
、
投

入
装
置
か
ら
ポ
リ
パ
イ
プ
を
流

れ
そ
の
場
で
選
別
し
な
が
ら

コ

ン
テ
ナ
詰
め
に
な
り
、
収
穫
作

業
は
、
こ
れ
ま
で
の
半
分
に
省

力
さ
れ
ま
す
。
 

「
コ
ン
テ
ナ
」
 
に詰
め
ら
れ

た
り
ん
ご
は
、
 一
度
に
ー
ー
 
ケ
 

ー
ス
積
め
る
動
力
運
搬
車
で
、
 

十
の
集
荷
拠
点
に
集
め
ら
れ
こ

こ
で
。ハ
レ
 ツ
ト
に積
み
替
え
て

ク
レ
ー
ン
付
き
運
搬
車
で
冷
蔵

庫
に
急
送
す
る
収
穫
の
ク
流
れ

作
業

4
の
シ
ス
テ
ム
化
で
す
。
 

同
農
協
で
は
、
羽
野
木
沢
地

区
に
モ
デ
ル
園

（
関
係面
積
五
 

」
疹
）
を
設
け
、
秋
の
収
穫
期
 
 

ま
で
に
園
地
内
を
通
る
三
千
九

十
り
M
の
運
搬
 
（
作業
）
道
 
（
幅

三
層
）
を
整
備
し
、
モ
デ
ル
園

内
に
十
個
所
の
集
荷
拠
点
を
設

け
、
動
力
運
搬
車
一
台
を
単
位

に
四
つ
の
作
業
班
に
分
け
て
収

穫
作
業
に
あ
た
り
ま
す
。
 

◇
市
農
協
 

梅
沢
支
所
管
内
の
梅
田
地
区

組
合
員
百

「
千
五
人
 
（
関
係

面
積
一
三
〇
紛
）
が
、
西
北
地

方
で
は
初
め
て
と
い
う
「
大
型

育
苗
施
設
」
を
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
近
く
着
手
し
ま
す
。
こ

の
た
め
二
月
十
九
日
、
育
苗
組

合

（
斎
藤
茂
行
組
合
長
）
を
発

足
さ
せ
ま
し
た
。
 

「大
型
育
苗
施
設
」
は
、
旧

梅
沢
中
学
校
跡
地
一

・
「
秀
を

市
か
ら
借
り
受
け
て
お
り
、
こ

こ
に
 
「作
業
室
」
 
「発
芽
室
」
 

「緑
化
室
」
 
「硬
化
ハ
ウ
ス
」
 

（
二
〇棟
）
 
のあ
わ
せ
て
五
十

ア
ー
ル
の
一
連
の
育
苗
施
設
を

設
け
ま
す
。
総
事
業
費
は
二
千

三
百
五
十
万
円

（
四
八
年
度
市

で
四
五
六
万
円
補
助
）
で
す
。
 

こ
の
施
設
で
 
「む
つ
あ
さ
ひ
」
 

五
十
紛
「
ふ
系
九
〇
号
」
」
干

五
紛
「
レ
イ
メ
イ
」
十
五
分
の

あ
わ
せ
て
百
か
の
苗
を
育
て
組

合
員
に
提
供
し
ま
す
。
 

農
家
の
利
用
料
は
十
ア
ー
ル

当
り
五
千
九
百
余
円
で
個
人
育

苗
に
よ
る
苗
代
づ
く
り
の
人
手

が
節
約
で
き
、
格
安
で
す
。
 

農
家
の
後
継
者
不
足
と
出
か
せ
ぎ
に
よ
る
人
手
不
足
は
、
る
す

を
あ
ず
か
る
よ
め
、
し
ゆ
う
と
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
4
三
ち

や
ん

農
業
4
と
呼
ば
れ
て
久
し
く
、
自
主
流
通
米
制
度
の
発
足
や
減

反
の
実
施
か
ら
一
転
し
て
生
産
を
奨
励
す
る
量
産
体
制
へ
と
、
 

国
の
農
業
施
策
の
う
つ
り
変
わ
り
に
農
民
は
弱
り
き
っ
た
表
情

で
す
。
こ
の
よ
う
な
、
農
業
を
と
り
巻
く
き
び
し
い
情
勢
の
な

か
で
、
機
械
化
と
共
同
経
営
に
よ
る
近
代
的
な
農
業
経
営
を
加

味
し
た
り
ん
ご
栽
培
の
省
力
化
と
、
大
型
育
苗
施
設
を
設
け
て

苗
代
づ
く
り
の
省
力
化
を
め
ざ
す
農
協
が
市
内
に
あ
り
ま
す
。
 

鰭
 
に

ふ
た
 

◇
七
和

農
協
 

昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
 

「果
樹
栽
培
省
力
化
促
進
事
業
 

」
 
（
総事
業
費
二
千
七
百
六
十

万
円
）
 
で
、り
ん
ご
の
収
穫
作

業
の
省
力
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
ど
、
自
走
式
作
業

台
（
六
輪
駆
動
）
四
台
と
動
力

運
搬
車
八
台
（
う
ち

一
台
ク
レ
 

ー
ン
付
き
）
 
それ
に
パ
レ
 ツ
ト
 

ハシゴに代わる 「自走式作業台」 



市
教
育
委
員
会
は
こ
の
ほ
ど
、
昭
和
四
十
八
年
度
の
 
「学
校

教
育
指
導
の
重
点
と
主
要
旋
策
」
を
策
定
し
 
「学
校
教
育
の
目

標
を
具
現
化
し
、
管
内
各
校
に
お
け
る
実
践
を
ま
す
ま
す
充
実

し
、
あ
わ
せ
て
五
所
川
原
教
育
の
発
展
を
期
す
る
」
と
い
う
指

導
の
基
本
方
針
を
決
め
た
ほ
か
十
三
項
目
に
わ
た
る
指
導
の
重

点
事
項
と
主
要
施
策
を
ま
と
め
ま
し
た
。
 

知
十郎

市
の
教
育
指
導
方
針
 

②
 凄
の

個
姓
を
注
粉
鰍
「
 

心
の
花
ガ
よ
り
 

幸
田
露
伴
が
 
「燭
言
」
 
のな

か
で
、
こ
の
花
の
こ
と
を
次
の

よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
に
心

を
ひ
か
れ
ま
す
。
 
「秋
海
菓
は

丈
の
短
か
き
に
似
ず
、
葉
は
鷹

揚
に
て
、
花
の
し
お
ら
し
き
も

の
な
り
。
そ
の
姿
は
寛
や
か
に

我
は
と
思
い
あ
が
る
さ
ま
も
な

く
、
他
の
草
に
越
え
た
る
美
し
 

'
 

さ
を
具
え
た
る
ご
と
し
。
北
に

向
き
た
る
、
小
さ
き
書
斎
の
窓

の
下
な
ど
に
、
こ
の
花
の
咲
き

て
縁
の
苔
を
厚
く
と
じ
、
地
を

覆
い
た
る
さ
ま
は
、
い
か
に
も
 

シ
ュ

ウ
カ

イ
ド

ウ
 

（
シ
ュ

ウ

カ

イ
ド

ウ
科

）
 

物
さ
び
て
、
住
む
人
柄
叫
す
ず

し
げ
に
思
わ
れ
る
」
 

実
に
よ
く
、
秋
海
巣
の
生
態

を
見
て
お
り
第

一
級
の
文
学
者
 

の
物
を
見
る
眼
の
確
か
さ
に
頭

の
さ
が
る
思
い
が
す
る
。
 

秋
海
菓
は
、
陰
地
を
好
み
、
 

日
本
庭
園
の
池
辺
な
ど
に
植
え

ら
れ
観
賞
用
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
内
の
い
く
つ
も

の
庭
で
こ
の
花
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
中
国
が
原
産
地
で

寛
氷
十
八
年
に
オ
ラ
ン
ダ
船
を

通
し
て
長
崎
に
伝
え
ら
れ
た
秋

咲
き
の
多
年
草
で
す
。
 

(
 

教
材
を
精
選
し
た
指
導
計
画

を
た
て
、
実
施
の
適
正
を
期
し

ま
す
 

内
容
の
重
点
化
を
め
ざ
し
た

道
徳
、
特
別
活
動
の
年
間
計
画

を
た
て
、
指
導
と
実
践
の
充
実

を
は
か
り
ま
す
 

▽
授
業
の
改
善
と
充
実
 

教
材
研
究
を
深
め
、
指
導
過
 

程
や
学
習
形
態
を
く
ふ
う
し
授
 

▽
体
力
づ
く

り
の
強
化
と
安

全
指
導
の
徹
底

体
育
と
保
健

に
関
す
る
諸
活

動
を
盛
ん
に
し

生
活
化
に
努
め

ま
す
 

安
全
指
導
を

計
画
的
に
お
こ
 

業
の
質
的
向
上

を
は
か
り
ま
す

教
育
機
器
の
 

!

!
 

効
果
的
な
活
用

を
は
か
り
、
授

業
の
現
代
化
に

努
め
ま
す
 

な
い
、
あ
わ
せ
て
適
時
指
導
に

も
留
意
し
、
児
童
生
徒
の
安
全

の
徹
底
を
期
し
ま
す
 

▽
校
内
外
に
お
け
る
生
徒
の

指
導
体
制
を
強
化
し
、
指
導
の

万
全
を
期
し
ま
す
 

▽
生
徒
理
解
を
深
め
、
児
童

生
徒
ひ
と
り
ひ
と
り
を
生
か
す

継
続
的
な
指
導
に
努
め
ま
す
 

◇
主
要
施
策
 

△
学
校
訪
間
の
実
施

V
 

管
内
各
校
を
訪
問
（
計
画
訪

問
と
要
請
訪
間
）
し
、
主
と
し

て
指
導
の
重
点
事
項
の
実
施
に

つ
い
て
協
力
援
助
し
ま
す
 

△
指
導
員
の
委
嘱
と
派
遺

V
 

指
導
員
を
委
嘱
し
、
管
内
各

校
の
要
請
に
応
じ
て
指
導
員
を

派
遣
し
、
校
内
研
修
の
充
実
に

資
し
ま
す
 

△
市
教
研
の
助
成

V
 

市
教
研
の
運
営
を
援
助
し
、
 

部
会
研
修
の
充
実
と
資
料
集
の

刊
行
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す

△
公
開
研
究
会
へ
の
援
助

V
 

一
 管
内
に
お
け
る
学
校
公
開
研
 

‘
 ・

 

究
会
の
開
催
に
つ
い
て
援
助
し
 

ド
 
ま
す
 

△
小
体
連
、
音
楽
発
表
会
、
 

美
術
展
の
助
成

V
 

市
内
小
学
校
体
育
連
盟
の
諸

行
事
、
音
楽
発
表
会
、
美
術
展

の
開
催
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す

△
特
殊
教
育
運
営
の
援
助

V
 

特
殊
教
育
へ
入
級
す
る
児
童

生
徒
に
つ
い
て
適
正
審
議
委
員

会
を
と
お
し
て
、
就
学
の
適
正

を
期
し
、
特
殊
教
育
関
係
者
の

研
修
を
充
実
し
ま
す
 

△
研
究
集
録
の
刊
行

V
 

「市
教
研
の
ま
と
め
」
な
ど

の
研
究
集
録
を
刊
行
し
ま
す
 

看
護
職

員
募
集
 

▽
募
集
人
員
 
若
干
名
 

▽
資
格
 
看
護
婦
、
助
産
婦

准
看
護
婦
 

▽
待
遇
 
市
職
員
の
給
与
条

例
に
よ
る
 

▽
応
募
方
法
 
履
歴
書
二
部
 

（写
真
添
付
）
、
免
許
証
（
写
 

）
 
二
部を
郵
送
ま
た
は
持
参
の

こ
と
。
 面
接
の
日
時
は
追
っ
て

通
知
し
ま
す
。
 

五
所
川
原
市
布
屋
町
四
一
番

地
（
郵
便
便
号
〇
三
七
）
五
所

川
原
市
立
西
北
中
央
病
院
 

  

生活環境パトローール本部 

  

住みよし、 

環境づくりに 

  

1414 

   

1
燃
え
な
い
力
ー

J
 

ー
 テ
ン
に
取
替
を
ー
 

消
防
法
の
規
定
で
 
「防
炎
対

象
物
」
 
（映
画
館
な
ど
人
の
集

ま
る
場
所
）
 
で使
用
す
る
カ

ー
 

テ
ン
な
ど
は
、
防
炎
性
能
の
あ

る
燃
え
な
い
製
品
か
加
工
品
で

な
け
れ
ば
使
用
で
き
ず
（
昭
和

四
四
年
四
月
一
日
施
行
）
、
そ

の
時
点
で
使
用
中
の
物
品
は
特

例
で
防
炎
規
制
が
適
用
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
 

ノ

し
か
し
、
昭
和
四
十
七
年
六

月
ニ
ナ
三
日
公
布
し
た
消
防
法

の
改
正
で
そ
の
特
例
が
廃
止
に

な
り
昭
和
四
十
八
年
七
月
一
日

か
ら
施
行
に
な
り
ま
す
。
 

こ
の
た
め
こ
と
し
六
月
三
十

日
ま
で
現
在
使
用
中
の
カ
ー
テ

ソ
な
ど
は
防
炎
加
工
す
る
か
、
 

ま
た
は
防
炎
製
品
に
取
り
替
え

し
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。
 

防
炎
性
能
の
あ
る
製
品
と
は

カ
ー
テ
ン
、
暗
幕
、
ど
ん
帳
、
 

布
製
ブ
ラ
イ
ン
ド
、
展
示
用
合

板
、
繊
維
板
、
工
事
用
ッ
ー
ト

な
ど
で
す
。
な
お
、
不
明
の
点

は
五
所
川
原
地
区
消
防
本
部
予

防
係
、
電
話
⑤
四
三
八
二
番
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

◇
指
導
の
重
点
 

▽
学
校
課
題
の
解
明
の
推
進

と
研
究
の
交
流
 

計
画
的
、
累
積
的
に
研
究
を

深
め
、
研
究
成
果
の
定
着
に
努

め
ま
す
 

学
校
相
互
の
研
究
の
交
流
を

推
進
し
ま
す
 

▽
指
導
計
画
の
作
成
と
実
施

の
適
正
 

 

児童生徒の個性を生かそう 

r
 

'
 



りんごの年産別 

品種別構成について 

市りんこ経営の 

指標から 

区分 
品種 月別 品 	種 収穫期 出荷期 

生
 
生
 

D
  

ー
 
“
 
 

鰍
 
ノ
 

異
 
I
,収
 
ク
 
'
I
 
仲
 
ク
 
ク《
ク
 

生
プ
 

明
朗
明
明

明

明
明
明
明

拘

杓
均
相

F
J
 
相

拘
駒
 

祝、東光 不明 

祝、東光 不明 

ネロ26号 No.18号
ネロ26号 No.18号
青り 2 号 
青り 2 号 

ス夕ーキング 
スターキング 
青り 3 号 
青り 3 号 むっ 

むっ ふじ 

8月中旬

ク下旬 

9月上旬

ク中旬

ク下旬 

10月上旬

ク中旬

ク下旬 

n月上旬 

旬
で
 

下
ま
 
中
 

 

1
I
 、
ー
J
.
 

明
 
明
 市政ダイヤル 

その日の 
行事や予定は 

f
か⑤ 4321 

農
家
の
皆
さ
ん
 

「職
業
訓
練
で
技
能
を
身
に

つ
け
、
生
活
の
安
定
を
は
か
り

ま
し
よ
う
」
 

県
で
は
、
農
業
か
ら
ほ
か
の

産
業

へ
就
業
を
希
望
す
る
農
業

従
事
者
に
転
職
訓
練
を
お
こ
な

い
ま
す
。
 

◇
入
校
の
資
格
 

現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る

方
か
、
入
校
の
申
し
込
み
を
す

る
前
一
年
以
内
に
農
業
に
従
事

し
て
い
た
方
で
、
農
業
委
員
会

か
ら

「農
業
者
資
格
認
定
証
明
 

書
」
の
交
付
を
受
け
ら
れ
る
方

◇
訓
練
科
目
な
ど
 

▽
職
種
 
縫
製
（

メ
リ
ヤ
ス
 

）
科
 

▽
訓
練
場
所
 
市
内
幾
代
森

福
祉
会
館
 

▽
訓
練
期
間
 
六
月
2
八
月

ま
で
の
三
カ
月
間
 

▽
定
員
 
十
人
 

◇
入
校
の
手
続
き
は
 

入
校
願
書
に
次
の
書
類
を
そ

え
て
市
商
工
観
光
課
ま
た
は
職

業
安
定
所
を
経
て
木
造
専
修
職

業
訓
練
校
に
申
し
込
ん
で
く
だ
 
 

さ
い
。
 （申
し
込
み
用
紙
は
市

と
職
業
安
定
所
に
あ
り
ま
す
）
 

①
入
校
願
書
②
志
願
者
調
査

表
③
身
体
検
査
表
④
農
業
者
資

格
認
定
証
明
書
 

◇
入
校
中
の
特
典
 

▽
授
業
料
と
実
習
経
費
は
無

料
の
ほ
か
、
実
習
用
器
工
具
は

貸
与
し
ま
す
 

▽
入
校
を
許
可
さ
れ
、
 一
定

の
所
得
要
件
な
ど

（所
得
税
年

二
三
、
七
〇
〇
円
以
下
）
 
を
そ

え
て
知
事
の
認
定
を
受
け
た
方

に
は
月
約
二
万
五
千
円
程
度
の

手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
 

▽
失
業
保
険
金
受
給
者
で
入

校
中
に
資
格
を
な
く
す
る
場
合

で
も
、
訓
練
期
間
中
は
失
業
保

険
金
の
給
付
が
延
長
さ
れ
ま
す
 

な
お
、
詳
し
く
は
市
商
工
観

光
課
、
五
所
川
原
公
共
職
業
安

定
所
、
木
造
専
修
職
業
訓
練
校

に
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

1
住
民
異
動
届
け

は
ー
一

一ー
市
民
の

義
務
で

す

L
 

▽
転
入
 
（
市内
に
移
っ
た
と

き
ソ
▽
転
居
（
市
内
で
住
所
が

変
っ
た
と
き
）
▽
転
出

（
市内

か
ら
他
の
市

町
村

に
移
る
と

き
）
 

十
四
日
以
内
に
転
出
証
明
書
 

（転
入
の
場
合
）
国
保
被
保
険

者
証
、
国
民
年
金
手
帳
（
加
入

し
て
い
る
人
）
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、
市
窓
ロ
サ
ー
ビ
ス
課
 

（電
話
内
線
二
七
三
番
2
二
七

九
番
）
に
お
届
け
く
だ
さ
い
。
 

「
鳶
灘
釦

定
を
し
 

減
反
の
申
告
は

す
み
ま
し

た
か
 

市
農
林
課
で
は
、
昭
和
四
十

八
年
度
の
米
生
産
調
整
（
減
反
 

）
 
で
、
 「生
産
調
整
と
稲
作
転

換
実
施
計
画
書
」
の
受
け
付
け

を
四
月
二
十
日
で
締
め
切
り
ま

し
た
が
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
同

一
水
田
を
休
耕
（
単
純
、
寄
託
 

）
、
転
作
（
永
年
、
普
通
）
す

る
場
合
で
も
申
告
し
な
い
と
奨

励
補
助
金
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。
 

③
  

産
調
整
を
す
る
方
は
、
い
ま
一

こ
と
し
も
ひ
き
続
き
米
の
生
 

度
た
し
か
め
五
月
四
日
 
（
金）
 

ま
で
市
農
林
課
米
生
産
調
整
係

へ
必
ず
申
告
す
る
よ
う
に
し
て
 
 

く
だ
さ
い

f
 

1
「
黒
星
病

」
防
除

ー
 

r
の
申
 

請
を

L
 

市
で
は
、
昨
年
に
ひ
き
続
き

こ
と
し
も
り
ん
ご
 
「黒
星
病
」
 

の
防
除
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
 

こ
と
し
は
、
 「
黒
星
病
」
 
の

防
除
方
法
や
補
助
金
の
額
な
ど

多
少
変
わ
り
ま
し
た
の
で
 
「里
（
 

星
病
」
 
の防
除
事
業
を
実
施
す

る
共
同
防
除
組
合
な
ど
は
至
急

市
農
林
課
に
問
い
あ
わ
せ
し
、
 

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
 

一
注
 
意
 

お
そ
ろ
し

い
農
薬
 

◇
散
布
前
の
注
意
 

▽
使
用
す
る
農
薬
の
説
明
書

を
よ
く
み
、
基
準
を
守
り
ま
し

よ
Aノ
 

▽
散
布
前
に
必
要
な
道
具
は

そ
ろ
え
て
お
く
こ
と
 

▽
散
布
前
の
健
康
に
注
意
す

る
こ
と
 

◇
散
布
中
の
注
意
 

▽
た
ば
こ
、
酒
、
そ
の
他
食

べ
も
の
は
口
に
し
な
い
こ
と

▽
手
、
顔
な
ど
露
出
部
分
は

防
備
す
る
こ
と
 

◇
散
布
後
の
注
意
 
 

▽
農
薬
の
、
カ
ラ
容
器
は
焼
 

却
す
び
か
、
地
中
深
く
う
め
る
 
（
 

こ
ン
」
 

▽
農
薬
は
子
ど
も
の
手
の
と

ど
か
な
い
所
に
保
管
す
る
こ
と

▽
散
布
後
は
、
よ
く
体
を
洗
 

片
ノ
こ
ン
」
 



中央青年大学生（第 4 期生）募集 

働く青少年が組織的な学習の機会をもち、現代
社会に適応する豊かな人間形成を目ざすために、 
自主的な学習活動の場として、市中央公民館が開
設してい~八こ 
篇意あお福ミ普歩年0)害きス湯易耗蘇fら 
しています。 

ン開設場所 市中央公民館 

＞参加資格 市内に居住する25歳未満の男女青
少年 

レ経費 無料 

レ学習内容 主として社会人となるための基礎
的な知識と技術の習得。一般教養
体育、 レクリ ェーショ二／ 

レ学習時間 原則として夜7~9時まで。 年間50 
時間位 

レ定員 	30人 

ン申込先 五所3'原市中央公民館、電話⑤2352番 
または内線355番 

＞申込期日 5月 15日 （火） まで 

通
信
講
座
で

あ
な
た
も
技
能
士
に
な
れ
る
 

④
 

1
第
一
回
こ
ど

も
ー
一
 

r
の
祭
典

開

く
ー
一
 

▽
主
催
 
五
所
川
原
市
子
ど

も
会
育
成
団
体
連
合
会
、
五
所

川
原
市
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
会

▽
と
き
 
五
月
五
日
 
（土
）
 

「子
ど
も
の
日
」
 

▽
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館

市
庁
舎
前
「
お
祭
り
広
場
」
 

▽
参
加
者
 
子
ど
も
会
々
員

育
成
会
員
、
指
導
員
、
子
ど
も

会
関
係
者
 

▽
催
し
も
の
 
開
会
式
 
午

前
十
時
か
ら

（市
民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
）
 

発
表
会
午
前
十
時
半
か
ら
（
同
）
 

①
意
見
発
表
（
子
ど
も
会
に

参
加
し
て
）
 

②
子
ど
も
芸
能
会
（
歌
、
劇

曹
ン
ト
、
、特
技
）
 

③
レ
ク
リ
エ
ー
シ
 ョ
ン
 
午

後

一
時
か
ら
（
お
祭
り
広
場
）
 

④
展
示
会
 
午
前
九
時

ー
午

後
四
時
ま
で
 
（市
民
文
化
会
館

二
階
ロ
ビ
ー
）
発
明
、
工
夫
、
 

創
作
、
写
真
、
絵
画
、
新
聞
、
 

ポ
ス
タ
ー
、
書
道
な
ど
 

▽
昼
食
 
事
務局
で
準
備
し

ま
す
。
 

ー
受
給

者
証
の
更

1
,
 

一ー
新

手
続
き

を
L
 

老
人

医
療
費
 

「老
人
医
療
費
受
給
者
証
」
 

は
毎
年
一
回
受
給
者
や
配
偶
者

扶
養
義
務
者
の
所
得
状
況
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
年
の

七
月
一
日
か
ら
ひ
き
続
き
受
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
か
認
定
し

た
う
え
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
ま
で
所
得
制
限

な
ど
に
よ
っ
て
受
給
の
対
象
に

な
ら
な
か
っ
た
方
で
も
こ
と
し

四
月
一
日
か
ら
満
七
十
歳
以
上

の
方
で

あ
れ
ば
支

給
の

対
象

に
な
り
ま
す
の
で

申
請
の

手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
 
 

の
手
続
き
を
さ

れ
ま
せ
ん
と
？

七
日
一
日
以
降

の
医
療
費
は
自

己
負
担
に
な
り

ま
す
。
 

▽
申
請
期
間

五
月
一
日
ー
 

五
月
三
十
一
日
ま
で
 

▽
申
請
場
所
 
市
健
康
年
金

課
 ▽

持
参
す
る
も
の
 
前
年
の

所
得
の
証
明
書
、
国
民
健
康
保

険
、
社
会
保
険
な
ど
の
被
保
険

者
証
、
印
鑑
 

1
永
年

勤
続

者
に

ー

『
 

r
郵
政

大
臣

賞
ー
 

五
所
川
原
郵
便
局
で
は
、
四

月
二
十
日
の
 
「逓
信
記
念
日
」
 

に
郵
政
大
臣
賞
な
ど
受
け
た
永

年
勤
続
者
に
表
彰
状
を
伝
達
し

ま
し
た
。
 

表
彰
を
受
け
た
方
は
つ
ぎ
の
 

労
働
省
開
設
 
職
業
訓
練
大

学
校
の
 

ニ
級
技
能
士
訓
練
課
程
通
信

講
座
 

職
業
訓
練
大
学
校
で
は
、
通

信
制
に
よ
る
二
級
技
能
士
訓
練

課
程
を
開
設
し
す
で
に
多
数
の

修
了
者
が
二
級
技
能
検
定
学
科

試
験
免
除
の

資

格
を
得
て
い

ま
す
。
あ
な
た
も
技
能
士
を
め

ざ
し
て
通
信
講
座
を
受
講
し
て
 
 

と
お
り
で
す
。
 

▽
永
年
勤
続
（
」
6
年
）
郵

政
大
臣
賞
 

太
田
義
雄
（
飯
詰
局
長
）
藤

田
武
美
（
五
所
川
原
局
）
川
島

又
五
郎
（
木
造
局
）
寺
山
豊
三

郎
（
稲
垣
局
）
中
島
成
雄
（
十

三
局
）
富
田
佐
一
 
（北
金
ケ
沢

局
）
斎
藤
金
敏
（
板
柳
局
）
石

戸
谷
末
太
郎
（
金
木
局
）
 

▽
事
業
優
績
 
郵
政
局
長
賞

白
崎
恭
子
（
舞
戸
局
）
 

▽
事
業
功
労
 
郵
政
局
長
賞

五
所
川
原
郵
便
局
簡
保
払
込
 

団
体
連
合
会
（
佐
【
藤喜
丈

会

長
）
 

▽
事
業
優
績
 
所
属
長
賞

寺
田
万
之
助
（
五
所
川
原
局
）
 

小
笠
原
勝
栄
（
出
精
局
）
三
和

克
己
（
相
内
局
）
佐
々
木
克
彦
 

（森
田
局
）
塚
本
弥
助
（
武
田

局
）
岡
田
一
郎
（
木
造
局
）
 

（敬
称
略
）
 

み
ま
せ
ん
か
。
 

※
募
集
職
種
 

機
械
、
板
金
、
左
官
、
配
管

建
築
科
、
家
具
、
建
具
、
ブ

ロ

ツ
ク
、
金
属
塗
装
な
ど
全
部
で

一
一
干職
種
。
 

※
受
講
料
 
ー
力
年
四
千
円

※
期
間
 
ー
力
年
 

※
申
込
時
期
 
年
四
回
に
区

分
 ※

特
典
 
修
了
者
に
は
受
講
 

て
 

1
刑

務
官

ー
ー
ー
ー

【
 

一
 

特

別
募
集

L
 

（人
事
院
、
法
務
省
）
 

▽
受
付
期
間
 
四
月
二
十
」
1
 

日
ー
五
月
十
一
日
 
（金
）
 

▽
採
用
予
定
者
 
百
五
十
人

▽
受
験
資
格
 
昭
和
十
八
年

四
月
二
日
ー
昭
和
三
十
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
男
子

▽
試
験
日
 
第
一
次
試
験
六

月
十
日
 
（日
）
第
二
次
試
験
△

六
月
十

日
 
（日
）
、
十

一
日
 

（月
）
 
の
い
ず
れ
の
日

か
一

日
V
 

▽
刑
務
官
と
は
 

犯
罪
者
が
再
び
罪
を
犯
さ
な

い
よ
う
に
す
る
た
め
職
業
の
指

導
を
し
、
基
礎
的
な
学
力
を
授

け
た
り
、
人
生
相
談
に
応
じ
た

り
し
て
、
希
望
を
失
い
が
ち
な

人
に
明
日
へ
の
希
望
を
与
え
る

の
が
使
命
で
す
〕
 

▽
申
込
先
 
法
務
省
仙
台
矯

正
管
区
 
仙
台
市
古
城
三
2

一

三
ー
一
 
（郵
便
番
号
九
八
二
）
 

電
話
p
二
二
二
（
4
8）
二

一
五

一
番
。
 

し
た
職
種
の
二
級
技
能
検
定
学

科
試
験
の
免
除
 

※
お
問
い
あ
わ
せ
 

青
森
総
合
訓
練
校
（
3
4）
五

一
五
四
番
、
青
森
市

中
央
三

丁
目
二
0
1
ニ
ま
た
は
も
よ
り

の
職
業
安
定
所
に
資
料
を
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。
 （切
手
ニ
五

円
同
封
）
 

▽
申
込
先
 
職
業
訓
練
大
学

校
通
信
訓
練
部
、
東
京
都
小
平

市
小
川
西
町
一
」
一
六
〇
 （郵
便

番
号
一
八
七
）
 

あなたも交通 

災害共済に加入を 

1 日 1 円（年額350円） の掛金で

大きな補償 

⑨事故が起つたときは会員証、 

事故証明書、医師の診断書を添え

て見舞金を請求してください。 

く
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